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                   平成 21 年 10 月 27 日 
大阪経済記者クラブ会員各位 

 

「大阪料理ルネサンス」第 1 回フォーラムの開催について 

～日本料理の礎となった“大阪料理”を見直し、 

大阪を代表する料理人が新たな提案を行う～ 
 

 

 

 

 

 

○ 大阪商工会議所 都市再生委員会（委員長：錢高一善・㈱錢高組社長）は、大阪料

理研究会（呼びかけ人代表：石毛直道・国立民族学博物館名誉教授）や「食の都・

大阪」推進会議（代表＝小嶋淳司・大阪外食産業協会相談役理事・大阪商工会議

所副会頭、松本孝・ミナミ活性化委員会副委員長）などとともに、11 月 29 日に、

現在の日本料理の礎となった“大阪料理”を今一度見直しその魅力を再発見する

「大阪料理ルネサンス」第 1 回フォーラムを開催する。 

 

○ 大阪は、江戸時代から「天下の台所」として豊かな食文化を育んできた。なかで

も日本料理の軸である「合わせだし」は大阪が発祥であり、大阪料理が日本料理

となって世界に広まったと言われている。今回のフォーラムは、そうした大阪料

理の魅力や奥深さを料亭や割烹店とともに再認識し、「食の都・大阪」としての都

市ブランドをアピールしていこうというもの。 

 

○ 当日は、大阪を代表する料理人が集い、大阪発祥と言われる料亭や割烹文化、そ

こで培われた大阪料理について、「浪速の喰い味」をテーマに語り合うほか、大阪

料理を育んできたまちミナミの料理人も参加し、食とまちのつながりを考える。 

 

○ また第 2 部では、各料亭、割烹による「大阪料理」が披露され、平成の大阪料理、

大阪の食の魅力を提案していく。 

 

＜「大阪料理ルネサンス」第 1 回フォーラム 開催概要＞ 

  日 程 ： 平成 21 年 11 月 29 日（日）13：00～16：00 

  場 所 ： エコール辻 大阪（大阪市阿倍野区松崎町 2－2－14） 

  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ： 【第 1 部】パネルディスカッション ～「浪速の喰い味とは」 
湯木潤治氏（高麗橋吉兆）、徳光孝信氏（花外楼）、 
上野修三氏（大阪料理研究家）、畑耕一郎氏（大阪あべの辻調理師専門学校）、 
間征一氏（宗右衛門町商店街振興組合 四代目小鉢屋春帆） 

【第 2 部】料亭・割烹による大阪料理 
高麗橋吉兆、花外楼、上野修三氏、唐土良太郎氏（割烹八三郎） 

記者配布資料 

【お問合せ先】 
大阪商工会議所地域振興部 中野・中村 
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定 員 ： 150 人（申込先着順） 
参加費 ： 1,000 円 
主 催 ：  大阪商工会議所、大阪料理研究会、「食の都・大阪」推進会議、 

大阪芽生会 
協 賛 ： NPO 法人浪速魚菜の会、ヒガシマル醤油㈱ 
後 援 ： 宗右衛門町商店街振興組合 
協 力 ： 大阪あべの辻調理師専門学校、エコール辻大阪、㈲エイライン 

  問合申込： 大阪料理ルネサンス事務局（㈲エイライン）TEL:06-6910-8855  

 

 ※添付資料：「大阪料理ルネサンス」第 1 回フォーラム チラシ 
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